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落語家に学ぶ

１、はじめに

　タイトルは固いが、念願かなって寄席を体験できた感想なので、気楽に読んでいただきたい。2018年９月２１日に東京の上野駅で知人と夕方に会う約束をしたが、夕方まで時間があるので、かねてから行きたかった浅草演芸ホールへ向かった。つくばエクスプレス浅草駅を出てすぐのところに古い建物があり、小さな窓口で2,800円のチケットを購入し、狭い入口ホールからドアを開けて中へ入った。
２、寄席はなかなか面白い
昼の部は11時４０分から１６時３０分、夜の部は１６時４０分から２１時までだが、入れ替え制ではないので一日中いても良いのだ。１１時２０分頃に入場し、小さな売店で助六寿司とビール、つまみを買い、古いビニールが貼られた座席に座った。飲食は自由とのことである。
最初は、メクリにも名前が載らない前座のお兄さんの落語である。一生懸命演じているが、自信のなさか、客の入りが少ないせいかいまいち盛り上がらない。２番目はメクリに「林家つる子」と書かれているので女性の落語家だと想像できたが、登場したのは長髪でスタイル抜群の美人落語家だった。愛嬌もたっぷりで持ち時間の１０分強を使って笑いを誘った。まだ、二つ目だがちなみに高崎女子高校から中央大学文学部に進んだ秀才だそうだ。
１２時を過ぎるとだんだん客が増えてきて、気が付いたらほぼ満席になっていた。そんな中で名前と顔が一致しない落語家や紙切り芸人、漫才師が登場しては引き下がっていく。名前が知られた落語家では、林家木久蔵（息子の方）、春風亭小朝が出たが、さすが落ち着きの中にも客を満足させるコツを持っていると感じた。長い話や古典落語を聞こうとしたら独演会や専門の高座へ行かなければかなわないと思う。彼らは持ち時間である１５分を最大限に使って顧客である観衆に対して、腹を抱えるほどに笑わせないと価値がないことになる。初めて目にするメクリの名前、そして、高座へ上がって挨拶をしても顔も覚えてもらっていない落語家が大半だったが、それぞれの個性や工夫が直に感じられた。座布団に座り、客席を見渡し、最初の言葉を発するわけだが、ムードを作る前から小話や落語の一部を演じても客は乗ってこない。最近のニュース、芸能界のうわさ、政界の愚痴などを客席に向かって話し、客の反応を見ながら、その話を続けるか、別の話題に振り向けるかを瞬時に判断しているのだ。
自分も技術や安全に関する講話を行う機会が多いが、彼らの表情やしぐさが大変参考になる。登場したときの客席（会場）の雰囲気をすぐに感じ取って、こちらの表情や態度を合わせ、観客（受講者）の注目を集める必要がある。演目(講演の議題)があらかじめ決まっている場合は、それにつなぐ話をすればよいが、決まっていない場合は、同じ世界にいる大きな波に観客と自分が一緒にもまれるような雰囲気を作れれば成功だ。
３、おまけ
　寄席の味を覚えてしまったので、１月１１日にも浅草演芸ホールへ行った。寄席は１月２０日までがお正月ということで、「正月二之席」という特別興業であった。入場料も　　　３，０００円と少し高くなっていた。そのかわり出演者の数も普段の１．５倍くらいで、持ち時間も１０分間と短い。名前の知れた芸人としては、ウクレレ漫談のぴろき、漫才のナイツ、春風亭昇太（トリ）が出ていた。変わったところでは、宮田章司という江戸売り声を聞かせる８６歳の元漫才師が出演した。３，０００円でたっぷりと楽しめるとは、大変ありがたい。皆様も機会があれば、ぜひ行ってみてください。
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[ 日本技術士会岐阜支部　会報の情報連絡先 ]

　　〒５０９－０１０８　各務原市須衛町１－１７９－１　テクノプラザ５Ｆ

TEL：0583-79-0580　FAX：0583-85-4316　Ｅｍａｉｌ：gcea9901@ybb.ne.jp

1/2

